用語の意味について

	「交通事故」
	道路交通法第２条第１号に規定されている道路上において、車両、路面電車列車（軌道車）の交通によって起こされた死亡または負傷を伴った事故（人身事故）をいう。但し、物的損害を伴った事故（物損事故）、自殺（傷）や犯罪によるものは除く。

	「件　　数」
	人身事故（死亡または負傷を伴った事故）の発生件数をいう。

	「死　　者」
	交通事故発生後２４時間以内に死亡したものをいう。

	「幹線道路」
	国道、主要地方道、一般府道、大阪市道(８ページ記載の路線）をいう。

	「生活道路」
	前記以外の道路をいう。（かなり広幅員の道路も含まれている。）

	「子ど　も」
	中学生以下でかつ１５歳以下の年齢の者をいう。

	「高　齢　者」
	年齢が６５歳以上の者をいう。

	「昼　　　　間」
	午前６時から午後６時（１８時）までをいう。

	「夜　　　　間」
	午後６時（１８時）から午前６時までをいう。

	「主法令違反」
	当該事故の結果に対して最も影響を与えている直近の違反をいう。

	「自動二輪車」
	小型二輪（排気量が２５０ｃｃを超えるもの）、軽二輪（排気量が
１２５ｃｃを超え２５０ｃｃ以下）、原付２種（排気量が５０ｃｃを超え１２５ｃｃ以下）をいう。

	「原動機付自転車」
	排気量が５０ｃｃ以下の二輪車をいう。

	「１当」・「２当」
	１当とは第１当事者を略したもので、交通事故に関連した者のうち、過失が重いものをいい、過失が同程度の場合は被害の最も軽い者をいう。また、２当とは第２当事者を略したもので、交通事故に関連した者のうち、過失がない者か、過失がより軽い者をいい、過失が同程度の場合は被害がより重い者をいう。

	「高齢者の事故」
	６５歳以上の高齢者が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「子どもの事故」
	中学生でかつ１５歳以下の子どもが関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「若年者の事故」
	１６歳以上２４歳以下の若年者が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「歩行者の事故」
	歩行者が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「自転車の事故」
	自転車が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「自動二輪車の事故」
	自動二輪車が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。

	「原動機付自転車の事故」
	原動機付自転車が関連した（１当又は２当となった）事故をいう。


